
 

 

18/04 ＋0.4

18/05 ＋1.2

18/06 ＋0.2

18/07 ＋0.6

18/08 ▲0.1

18/09 ▲0.2

18/10 ＋1.0

18/11 ▲0.0

18/12 ▲1.6

19/01 ＋0.8

19/02 ▲0.3

19/03 ＋1.7

19/04 ▲0.2

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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変動の大きい自動車を除く小売・飲食サービス売上高は、前月比

想の同＋0.

品・飲料、ガソリンスタンド、百貨店など一般小売、その他小売、飲食店が減速した。

変動の大きい自動車を除く小売・飲食サービス売上高は

  

＋0.4 (＋4.8)

＋1.2 (＋6.4)

＋0.2 (＋6.1)

＋0.6 (＋6.6)

▲0.1 (＋6.4)

▲0.2 (＋4.0)

＋1.0 (＋4.6)

▲0.0 (＋4.0)

▲1.6 (＋1.6)

＋0.8 (＋2.9)

▲0.3 (＋2.1)

＋1.7 (＋3.8)

▲0.2 (＋3.1)

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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市場予想中央値の同

の急増の反動

消費者マインドの高水準での安定

業態別では、スポーツ用品・本・趣味用品が

、衣料品、通信販売

その他小売、飲食店

月の小売売上高の前月比（
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（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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図表）米国コア小売売上高の推移

ヶ月移動平均・3ヶ月前対比年率

小売売上高の基調を判断するうえで重要なコア小売売上高（自動車・ガソリン・建材を除く小売・飲

と前月の急増

スポーツ用品・本・趣味用品が増加に転じた

百貨店など一般小売、その他小売、飲食店が減速した。
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政府機関の一部閉鎖、悪天候などの一時的な要因によって、

雇用・所得の拡大が続くなか、一時的な要因の剥落によっ
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ヶ月前対比年率

小売売上高の基調を判断するうえで重要なコア小売売上高（自動車・ガソリン・建材を除く小売・飲
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小売売上高の基調を判断するうえで重要なコア小売売上高（自動車・ガソリン・建材を除く小売・飲
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